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緒 論

屎尿内寄生虫卵の殺滅の為に薬品を以 てせ

んとして先にDDを 選び優秀なる殺卵力を認

めたが,こ れが 合理的実地応用を知 るべ く蛔

虫卵 を以 て,以 下の如 き実験を試みた.

第1表

D　 死 卵

L　 仔虫包蔵卵

以下同じ

1. DD屎 尿中投入後有効期間(第1表)

DDを0.1%の 割 に 屎尿(1:4)中 に加 え

た もの或 はDDの0.1%水 溶液 に蛔虫 卵 を投

入 し7日 間25℃ に保 ち,そ の後 水洗2.5%

ホル マ リン水培養 を行 う時は3週 間後には仔

虫 を形成す るものな く全卵死滅 の徴を示す.

然 しDD投 入後 何 日か経過 して も,な お且虫

卵を入れた場 合減殺効果が存 するか否かを知

らん と欲 して,屎 尿(1:4)にDDを0.1%加

えた もの及びDDの0.1%水 溶液を作 り25℃

並に室温(5～10℃)に 放 置 し一定 日数 経過

後虫卵 を7日, 14日或 はそれ以上浸漬 し25℃

で作 用させた所, 7日 後に虫卵を投入 したも

ので40日 間 作用 させて も効 な く,全 卵仔虫

を蔵 するに至つたのを認めた.そ れで経過 日
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数を1, 2, 3, 4, 5, 6と 毎 日とし室温(10℃

前後)に 放置 した ものに虫卵 を投入検 した所,

表の如 く1日 迄 は全卵死滅せ しめたが, 2日 で

は少しく仔虫に, 3日 では80%位 迄仔虫 とな

り, 4日 以後は全卵仔虫を包蔵す るに至つた.

2. DDの 虫卵殺滅に要 する最少作 用時間

(第2表)

第2表

当初DDの 効果判定には概ね常に 該液中に

虫卵を7日 間浸漬 した後水洗培養 したが,更

に僅少 日数で も殺滅する可能性 あ りと思はれ

たので前同様屎尿DD 0.1%液 及びDD 0.1

%水 溶液 に25℃ 及び15℃ で1日 乃至7日

間の各段階に分けて浸漬 し,後 水洗培養 した

所何れ も2日 といわず僅に1日 間 の浸漬のみ

で全卵 死 滅 するのを認め た.

3. DD揮 発残部 の対卵 効果(第3表)

第3表

以上 よりDDの 有効成分は本剤の揮発性 の

高い点 よりして,揮 発部分であろ うと推 定 し

小瓶中にDDを と り一方は開放,一 方は ゴム

栓をして室温(5～10℃)に4日 間 放 置 し,

液状部の殆 ど揮発せ るものに水を加 え0.1%

水溶液として,こ の 中に虫卵 を投入, 25℃

に5日 間 おいた後,例 に よつて水洗2.5%ホ

ル マ リン水培養を実施 した.そ の結果は表 の

如 く3週 後には何れ も全部仔虫 とな り聊 かの

障 碍 もうけなかつた のであ る.次 いで25℃

孵卵器中で同様実施 した所開放 した ものでは

10%の 高濃度 で も発育 し,ゴ ム栓 し揮発後約

半量 となつた ものの1%に 於てのみ漸 く殺卵

力を保持するのを認めた.

4. DD揮 発部分の対卵効果(第4表)

第4表

1248分 裂卵　 M桑 実卵　 P蝌 蚪卵

虫卵はホールオブエ ク トの凹みに入れ水で

しめ し,こ れをシヤーレ中に入れ,こ のシヤ

ーレの気容 積 に対 しDDを0 .5%・0.1%・

0.05%・0.01%の 割に入れ蓋を した後25℃

孵卵器中に入れ毎 日顕微鏡下 に観察 した.結

果 は表 の通 りであつ て, 0.5%に 於 てのみ完

全に殺滅 し得たが,こ れは明に有効部分 は揮

発性の もの と考えていいと思われ る.更 に液

体中でDDを 細 いガ ラス管 の中に入れ て小瓶

の一隅におき,そ の最 も遠い反対側 に虫卵 を

入れて虫卵に対 する効果をみた.こ の際は虫

卵 に速かな肉眼的変化があ らわれないので一

部分宛 とり出 し水洗培養 したが,何 れに於 て

も既 に3日 間 の作 用で全卵死滅を認めた.

5. DD蒸 溜部分 の対卵効果(第5表)

以上 より殺卵物質は揮発部分 と考え られた

ので, DDを 減 圧 蒸 溜 し得 られ た蒸 溜 液 を

0.1%・0.05%水 溶液 として虫卵を25℃7日

間浸漬後水洗培養 した所0.1%は 全卵死減,

 0.05%に 於 て一部仔虫形 成 卵を生じDD原
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液を以 て行つた ものと同様 の成績を得た.な

お この蒸溜残渣を更に火焔によつて揮発分を

全 く去つた ものが10%に な るように水 を加

え同様検査 した所,常 水中に於け る発育 と何

ら異 る所 な く速に仔虫 となつた.

第5表

6. DDのpHの 差違に よる対 卵 効果

(第6表)

第6表

FU　 屎1+尿4　 F　 屎1+水4　 SPL　 過憐酸石灰

屎尿は一般に放置する時は数 日に してPH

8.0以 上 になるものであるが, DDの 殺 卵 の

為 の至適pHを 求め る為に, DDを0.1%に

表 のような各種 のpHの 価を もつ溶液中に入

れ虫卵を25℃ で5日 間 浸 漬,例 に より水洗

培養 した所pHに は関係 な く何れ も滅殺 され

た.

考按 及び 結語

DDは5～10℃ の低 温 に於 て も,そ の殺 卵

効果 は著 し く, 15℃ に於 ては僅に24時 間の

浸漬に よ り屎尿中の蛔虫卵を全部滅殺 し得,

更にその有効部分は揮発分 と考えられ,野 壺

等で十分攪拌することに よつてい ゝ効果が得

られるが,一 方投入後効果持続は僅々24時 間

で あることより,使 用に当つてはDD投 入後

数 日或はそれ以上経過 して後の屎尿追加投入

は好 ましくない.
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